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熱電形電力計法による可聴周波の鉄損測定
TheIron Loss Measurement at the Audio-Frequencies by Thermoelectric-Type

Wattmeter Method
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内 容 梗 概

近年高剛立党屯機,払高速度電動機など〟川日発利什Jが進んで心り,二れらへのウ1義朗板の利‖て]も蛸人しつ

/)ある｡このため‖†聴川披数胤柑でかなりの7削{済度範け恥二わた･′--,ての鉄掛川起法川堤J仁が要望さノれている.

このf汀j越を解け上する臼的で,･1川臥朋友数とLて滋も利[j度の高い2kc以下の周波数について,l相月]周波数にお

ける方法と大差ない力法,すなわら,12t5cm形のエブスグーノ.試験諸詩および熱電形電九汁を.iぺ作検討し,代

J計lりなケイ素鋼板の鉄脚特性をふ(験した.

卜 緒 口

rヒこ1も機片詩川としてのう‾一糸鋼板の刷ク:jほ,従如上仰:川+披数に_ナJ

けるものが主であ/〕て,鉄損伯や磁化1■川三の測凪よほとんど50～

400ぐ/s純日月の耐[仰皮数付近で子fなわれてきたが,近年点間娘発i‾E

機,超高速乍E動機など高い問縫数鮮!域での利JijがJ.1謹んになり,‾‖川む

周波禎城での鉄士別則違法の掛-.仁が安り主さJtてきた､これゾノの洲心音ユこ

としては,熱電形乍昆九汁は､生成桔:壬ブリッジはなど‖)‾(:--いろいろ

考えられているが,な.ぉ椀1言寸の段階にある..そこで仰馴即左数にふ

けるノブ法と大差ない力法で鉄損特性のふし験ができる上うに,新たに

12.5cmのエブスタイン試験岩旨および熱電形`1_E力計な作製して,こ訪･し

験臼こ心よびふし料の倹f言寸を行なった｡ここに,ぎ∫鳩奥の原理,桝造二ねよび

ふ〔料の.捌判≠1三･について述べるL.

2.試験装置と測定法

2.1電 源

測定電源としてほ,脚｢j櫛比数のふ〔験にほ15lくVAil三弦池発′左横,

100c/s以上i･こは糾力10kVAの機械振動試験川電源の†i抑‡プリア

ンゾイン仲川した.､その概要を第1表に,外観を舞1図に′J七す(J馬瀬

の仏=店数の調鰍ユーゴよび渕址ほ,lLf+`芯力川‾拭の制御,･';二【;キャビネットの

充†言1そ:子により,5c/s､10kc まで油紙･1†変測定ができるようになっ

ている｡.

2.2 工ブスタイン試験器

Jl川+の25clll形エブスタイン.i∫し験㍑こ圭を低!i‖ノ,周拉数七rLび磁心

愉生を郎跳郎こ射ヒさせて紋別如則毒することほ､J恥二数が■亡古くな

ノー)た場f‡第】安･∵-)花川シゲ子量でほ測左できない､.したが,‾て,.州叫よ

`rEi■灯作品から制限され小形化せわばならない‥ このたム･-〕,25cIll形

を幾何′､邦如こケ妄に縦′卜した12.5clllのエブスタイノわ`二を作巻望し

た｡舞2表は25cm形と12.5cnl形ユノスて=ンとの什怯ゾ叶ヒ似

である‥ この.…ぺ験㍑;壬に要‾‾Lj-るふ〔料ほ,寸臼こが25(､nヽ形のノ/妄で15〉く

140r11】Ⅵ,･巨岩二が約20()gで25cnl形〝〕り川..i∫い奴Ji■♂)校数でほ25

cI11形の約上′さである...言ぺ験什〆)はr†ほ二･‾托巾川去√?法仁イ東川寸る

2.3 電 力 計

高岡波川の磁力計とLては,熱′FE形r七こソJ計のほかに上l亡ノ空管屯ノ+iさl

サーミスタ電几汁,小一′し`主旨乃計などいノ1いろ考えられるが,これ

+､ノけ壷力計ほほとんど市販されていない.一二 そこで比較的容易にl′l家

什処のできる熱芯形磁力計を用いることにした｡熱古形tE力計ほ上⊥壬

生熱電対の熱線電流一熱起電力間の2乗特性を利用する電力側志は

で,日立製作所日立俳ノ究所でほさきに高磁束頼度の鉄損測握.円とし

て作製検.言上し(4-〉,斗上在使用中であるが,向用J排皮数り+として作製し

【l立製作所【1うナ研′兜所

J′‡1+i二川′′L′心.J旦jミ(依他j‾L壬軌.i∫し蚊川`■にf■Jかノ川lげ‡

‾ノリ‾′●ンソ)の概費

】
10kVA=Err三:500V,抑J立教:5c′′′s､10kc

伽1rりイ/ヒータンス:1,5,10,20亡1

十 ん ネ 5グム`1リ､r‾し5c/s､-2kcJ

J.■8】･1こ(着生1‾=ノト±3dB (5cノs､2kc･

己′ぎ2人 工ソスタ ーン.㍉t験語:‡の比較

J‡1 L1 25cm形りIS′)112.5cm形し試作〕

在!1次コr′L…≡投票‥.ノ■

紙 代 しL2)

2;′テこ ｢
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一美効斬l｢【浦i(cm21

帥仙mI--1弓苦悪け■J苦りのて王子≠芸
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節1周 測フ王電i原(機械振動試験用電源の

IifJ程ソりアンソ′)

たノr二J〕にi■Rl綻純仰が′卜さ･二J朋定数_rゴよび磁心沖｢仕ろ二Jム純り1二=こ変化

させた堀江の鉄肌抑′上に(エ伸一‾!けきなかノー,1Jニ_.そこで,この花力ごl

ち′を考にしでⅠに川一指′j油ミ0,004､900Wの唱九汁を什拳法Lた 第2図

はそ〟‾)程力計のル■伽弛終凶‾‾ごある.

第2図で,凡′bよぴ〟二は励磁′■二迂流に比例L-た′釦仁を得るための

掛か尊巻きの跳抗器で,それぞれ1.6¢の-7ンガニン線を使印し,

′+､電流絹の凡にほ1本巻きで0.3エl,火宅流用のガ｡には3本巻き

で0･1ilを梢いた｡2次誘起電圧に比例する電流を得るたが)の跳抗

二号｢い′ご′､′′5-Ⅰ■ゴよび′′(1､r′･1には,それぞれ1W形のカ∽ボン抵抗器を

使糊した_ これらの諸抵抗値は,鉄損測憩鞍･ゾ〕ほ作および.汁韓を簡

■i‾にする点■りミでほ数少な`こ1ナ渕したほうがよいが,J如1i電力計の感
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節3周 牽軒左形電力計による鉄損州`瓜･il終

世が恐くなり,また綬測磋コアの2次誘起冠∩三の大小と使円熟1注対

の2乗特性にもー凋係がある♂)で,山者を考宿して擢んである

2.4 測 定 法

熱唱形電ノブ計を即し､て=川監制立の鉄山な測道する力法は,仰｢]J】q

披数の場f㌻とま/つたく向じであるので.汁紺は朴晒する‥そのメタ話理

ほ,旧知のように′i電流-一瓢起電力閃の2東特性がほぼ′:苧しい2椚の

上し搾熱′石村を適当こ軋んf†わせ,l■lほ･こ測道すべき′i昆ノ+の侶｢i三分,

椙流分の恥Ⅰ一ゴLたび差に比例する熱線屯流ろ渦し,内省の熱′拉′トEノJの

点か仁)尼ソノを求めるものである.一第3図;よ小誌九汁による鉄柱榊促

のIr-]路L封‾を示す._､

いま,第3図にふいてレ吼を被渕竜侶ノJ,√了を検流計の振れとす

れは 叩,と/ブの関係は次式でおjっさ′いる(4).

･′二(ふ工‾㌫こ･ア(二:-:〃丁吾平判)
ここに,〟.･:熱′rE柑バミ丁数･ン)/月ご)

中位屯量当たりの鉄手掛よ,侶杭ノブ計形電九汁拭 りIS C-2550｢■の

場†丁と卜刊卦こしてノドガ〕る.-

3.実験結果とその検討

3.1電力計に対する検討

3.1.1真空熱電対の2乗特性

熱電形電ソJ計の作嬰主にあたってのl叩ム臥さ土としては,(1)糾コ(抗

素J′･の周波数特性,(2)プ+*特性(3甥11立村の2刺‥､f性の成′テ

などが考えられる/(1)についてほ,給紙抗泉J'▲とも無.新主形を

便糊しノており,また′､2Jについては 応磁打席性什L迂ノJ計の場件

の実験で,ノ〕率0＼′100%の変化に対してⅣ叫▲旨′J七が1こ変でお)る

ことを確かム′)たので,ニこでほ(3)について♂)ム検討する.-､すな

わち,僚用熱唱対の2う糾州ミが政凧こ成りi■仁てばけり拙ないが,伐

り立たない場伽ま被測定し昆ノJに対ノ芯する唱駐,電流ほ電力計の電

何日j路および電流｢哺航抗の値により制限される.｡すなわら,舞

可 聴 走測損鉄の渡召司 1823
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EノJ
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蜘磁苗流による熱市郎に流(A)

磁如1引1三による熱線侶液(A)

励r滋′【丘流(A)

磁火電1ヒ(_Ⅴ)

熱線跳机(土i)

尺:電力計の′心就州別1帥t(王之､･

γ,7･.･:花ノ〕計の電圧回路航抗(一之)

である.｢したが/,て,仲田熱〔丘対の2剰対韓を調べ第2図の終爪

机他に対する磁射電旺_bよび励磁電流の応人限僅をこわさえる必柴

がある.､ノ使用熱′冠対の2剰▲網三を調べた結氷,定格5---Aの鮒古

村の熱起′冠力と Aごとの関係が巾裸とみなされるのは.だいたい

2.5mAまでであることがわかった-

3,1.2 電力計の常数決定

電プJ計の常数,すなわ七〕検流計1mmを振らせるに賀する`Lはプ+

量l机/∂の値は,次の 三つの方法で求めらカtる-､

(1)個々の熱唱対の定数を測定して計訊こよ/)て求める力法..

すなわち,検流計の振れと電力との関休は(1)式より

?-(β∫岬〃＋7′㌔芝京糾凡′巾)(3)
となる‥

(2)交流をト机､,電圧(Ⅴ),電流(A),位相frj(.〃)を射ヒして

芯プJ(I抗)=Ⅴ月cos〃 をノにめ,これと検流計〝‾)振れとの

旧掠な求める｡

(3)柑充を川い,TE拝(Ⅴ),屯流(A)を射ヒして 呵-=l′月 と

検流計の振jtとの関係を求める†-:

u卜の三つのプブ法(･こよる電力計常数は,2夕方以内で一致するこ

とな確かめた｡なお,.試作屯力計による測定紋結l伯ほ,氾流ノ山

形冠‾ノJ汁で測定した鉄折値と±2%′仙ノ1で一致したr-

3.2 エブスタイン試験器に対する検討

.試作エブスタイン.棚灸ミキ:壬の精度を検,言､j■するため,舞3表の試1;斗ノユご
肌､12.5cm形と25cm形エブスダイン心よび環状.江川ご｢とによる

鉄以比較を行なった｡こjぴ〕の,試料は,いずれも同一釦抑より捌与巨

が同じになるように採取し.,エブスタイン札試料ほ切断後,J別ノ･こぶじ

什で化棚目絶縁とし′て7ルミナ御､j一試料形成綬,それぞ川=トナ川ノ1

でひずム収り焼鈍な右転Lノじ_､f捌犬試軒=土.巻線による外Jて】;ひずLフ人が

加lわらないエうに保護ナースl勺に納め,5()c/s～2kcまで鉄柵則磋

するための巻線1次,2次各240阿が施してある.

3.2.125cm形リーS)と12.5⊂m形工ブスタインの比較

舞3表の.試料をそれぞれ25cm形および12.5cln形エブスタイ

ンにエF).鉄好日則走を行な/,たし､エブスダイン.試験汁詩で,試寸三ヾト叫名

節3未.試 料 の 仕 様

冷汗延

プ!モりテ州ノト

冷.F一三雑

1ノJ向性

ぎ㌔ぷい試斗‥ミト£一子

S-1410.35

法 巾. 断巾i机
■〔g〕 (Cm2)

30W.l,280l-

15W(l,140L

96.5D,79.8d,15H

G-12.0.35■…冒器二:;…3:ト. 97.5D,80d,15Hl

1,790 2.090

216iO･504
213ll･005

1･6叫1朋
2261 0.528

213!0.998

仙 名‾

25cllュ形

12.5cm形

環状.てべ料

25cmノ形

12.5cm形

ぷ状.試料･

江(1)各試料とも750℃,3時間水素小でひずみ取り娩鈍を災施′

(2)寸法の記号Wd:幅,L:長さ,D:外径,d:内行,H:■亡占さを示す｡

-63-
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第4末 25cm形と12.5cIn形エブスタイソ

による鉄損(W/kg)の比較(50c/s)

_+__.一

ユエ

b

_
二L｡

試 料＼‾､､＼フスタイン

S-14

G-12

(kご?_1
25cm

12.5cm

25cm

12.5cm

0.32

0.33

0.13

7.5 1 10 112.5 1 15

0.66 11.04 11.60

0.65

0.28

0.13 1 0.29

1.05 11.63

2.57

2.59

:二;…r::;…l:二こ三

合を二竜重ね接続した場合,4すみの按針那の磁気も抵抗が小とな

F),擦合部を除いた試料脚部の磁束密畦の分布状態は一様性を増

すが,接合部では試料の断面后が2†託となるため,常規鉄損(W

/kg)の算抑こは試料の全屯量をそのまま用いることができず,実

効重量を用いねばならない｡この実効:を鼠算出の実効磁路艮にほ

25cm形の場合はJISC-2550に規定さjlている94cmを朴､たし=.

試作わくの12･5cm形の場合にはこの実効磁路長のとりカに問題

ほあるが,エブスタインわくおよび試料の大きさが25cnl形の%

であるので,これらの寸法比から磁路艮も幾何学的に25cm形の

%としてさしつかえないものと考え,47cmを使用することにし

た｡上記の実効頁量を用いて求めた鉄損値の比較を弟4表に示す｢｡

これより,25cm形と12.5cm形エプスタイン試験器の特性は,

磁束密度が12.5kG以下では25cm形よりも12.5cm形のほうが

大きい鉄損値を示し,15kGでは反対に小さい鉄損値を示す傾向に

あるが,その差は最大3.6%で比較的よい一致を示しており,12.5

Cm形の場合の実効重量算出の磁路長として,47cmを恥､ても

さしつかえないことがわかる｡

3･2･212.5⊂mエブスタイン法と環状試料法とによる鉄損比較

前節でェブスタインわくを小形化しでも,実効磁路長をェブス

タイソわくおよび試料の寸法比によって変えれは 商用周波数で

ははば正しい鉄損測定ができることを確かめた｡しかし,周波数

が高くなった場合にもこの実効磁路長をまったく同一と考えて扱

ってよいかは疑問である｡そこで,実効磁路長などを使わずに試

料の磁路長をそのまま使咽でき,かつ磁艇分イけが応も塀想杓であ

る環状試料の特性を人〔準とし,これと12.5cnl形エブスタイソに
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第4囲 エブスタイソ法と環状試料法との鉄損比較

評 論 第46巻 第11うチ

よる特性の比較を行ない,周波数が高くなった場合,12.5cmェ

ブスタインの磁路長がどのようになるかな徹さ寸することにした｡

古じ料としてほ,弟3表に示したようにチ欺ノJ向性S-14,1方向

性G-12の2種を用いた｡環状試料の形状として,打ち抜き形よ

りも試料作製が容易でない巻鉄心形を剛､た理由は,打ち抜き形

で測定される鉄損値が圧延方向に対して0～90度の平均特性を示

すことになり,この鉄損値とェプスタインによる鉄択伯を直接比

較することができないためである｡すなわち,ケイ素鋼帯(板)の

特性は全般的に圧延方向からの角度と比例関係にはならず,エブ

スタイン試料の切断角度を数多くして測定したとしても,厳密に

0､ノ90度の平均特性を求めることは不可能と思われる｡このた

め,エブスタイソおよび環状試料とも縦目方向で鉄損比較ができ

るように,環状試料の形状を巻鉄心とした｡なお,環状試料ほ標

準測定法を十分満足するよう平均直径と幅との比率を10対1以卜

にしてある｡

上記試料をそれぞれ12.5cmェプスタインおよび環状試料法に

ユタ),周波数50c/s､2kcの鉄損を熱電形電力計で測定した｡両

測定法で求めた鉄損特性の比較を第4図に示す｡囲の実線ほ環状

試料法,点線がェプスタイン法i･こよる鉄損値である｡2kcの10

kG以上の鉄損値ほ,試料の温度上昇が大きいので測定を中止し

た｡繰り返し測定による鉄損値のばらつきは,±2%以内である｡

2次誘起電圧の波形ひずみほ,S-14の100c/sの15kGで6%認

められやや大きかったが,他の開披数および蔽束密度では3%以

下となり,いずれの場合も周波数が高くなるほと波形ひずみが小

さくなり,400c/s以上ではほとんど認められなくなり本試験の場

合非常に好都合であった｡

第4図より両測定法による鉄損値を比較すると,S-14の場合

は,50～700c/sでは±3%以内の差でかなりよく一致したが,

1kcでは3-～6%,2kcでは5～7%ェブスタイソ法のほうが小さ

い鉄損値を示している｡G-12の比較では,50～700c/sまでほェ

プスタイン法の鉄損値のはうが全般的に′トさく,1kc以上では反

対に大きくなる傾向にあるが,その差矧まほとんどが3%以内で

あり,比較的よく一致している｡以上のように周波数が高くなっ

た場合,12.5cmェブスタインの実効磁路長がどのようになるか

石ご検汁㌻るため,環状試料による鉄損値と比較した｡エブスタイ

ン法および環状試料法とも測定計算上には多少の無理はあり,ま

た許1試料だけの結果から,その実効磁路長を断定的に判定する

ことは必ずしも妥当でないが,以下両測定法による鉄損伯の差異

および環状試料の鉄損伯をもとにして,12.5cmェブスタイソ試

験器の実効磁路長47cmの可斜こついて検討してみる｡

S-14の場合は,50～700c/sまでは両者の鉄損値の差異が±3

%以内であるので,47cmの磁路長をそのまま使ってさしつかえ

ないが,1kc以上でほ約4%小の45cmとせねばならない｡G-

12は,50c/s～2kcまで両者の鉄損値が±3%以内で一致したこ

とから,47cmをそのまま使用してさしつかえないと考える｡以

ヒの結果から,12.5cmェブスタイソ法の鉄損計算に用いる実効

磁路長ほ,.試料の透磁率または測定周波数によって変更するのが

ヨ_ほしいようであるが,その絶対値については,特別に問題にな

るほどの人差でもないので,今回は参考程度にとどめることにす

る｡以後の測定でもこの点に対する考慮を払わずに,磁路長とし

てはすべて47cmを用いることにした｡このための誤差によって

得られた特性ほ試料の真の特性から多少ほずれるかも知れない

が,周波数が高い場合の鉄損測定にほそれほどの精度の要求ほ事

実無理ではないかと考える｡これらの点については,後日試料数

を増してさらに検討を加える予定である｡
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第5図 無ノブ向性S-12,S-23の用紙数一鉄損曲線

3.3 ケイ素鋼帯の鉄損特性

肋節の方法により,S-12の0.35t,0.1t,S-23の0.35t,E-9

の0.35tいずれも縦＋横1‾‾!｢試料およびG-120.35tの縦日,排日の

計6試料について,磁束照度3～15kG,周波数50c/s～2kcまでの

鉄損試験を行なった｡第5図および第d図にそれぞれの試料の周波

数一鉄損曲線を示す｡各図の凧妓数および磁力ミ密度の高いところで

測定点がないのは,試料の温度上界が大きいため測定を中【卜したも

のである〔〕これらの曲線より,鉄材伯Ⅳと周波数′との関係ほ,i試

料および磁束密度の大小によって多少輿なるが,大体のところ′=

50～400c/sまでは直線となる｡また,さらに400c/s～2kcのr削11

においてもほぼ但線的に表わすことができる｡

以ヒの結果から,10gI町と10g′との関係は,50～400c/sおよび

4nOc′/s以卜の2段階にはなるがはぼ両線的であることから,鉄胡皇

仰の実験式として,一定の磁束梓‖度のもとでは,Iγ=〟′〟と経きう

ることがわかる｡第5図二Jてよび葬る図より,400c/s以‾Fおよび400

亡/s以L二の2段平皆に分けて,ベキ指数乃を令試料ごとに求めると舞5

表のようになり,指数7■りよ.試料の性頒および仮厚の相通によってか

なりの差異があることがわかるっ また,7′乏は各試料とも高磁束辞H立

になるほど人きくなり,この憤向は400c/s以下の場′介よりも400

C/s以上で頗譜となる｡

3･3,】実測鉄損と計算鉄損との比較

前記の実測鉄損値が,直流で測定したヒステリシス損,ニナゴよび

材料が均質であると仮定して求めたうず電流損との和と,どの印

度一致するかを検討した｡ヒステリシス損の測定は直流自記磁火

第6天 実 測 鉄 損W と 計
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第6岡 1方向性G-12,熱圧延E-9の周～店数一鉄‡利札緑

計で行なった｡葬る表は磁束密度10kGにこわける実測鉄損値と計

算鉄損値の比較を示す｡この表のl祈りl机,l机ほ,それぞれ両統

ヒステリシスループおよび試料の板厚,固有祇抗などの講数値を

開い,各周波数ごとに次のようにして求めた｡

I机=耶＋I机(W/kg).
‖(4)

晰′=-㍊し×10‾8(W/kg)=‥･(5)

1γ･=--(平欝)ヱ×10▼1:i(W/kg)･‥(6)

ここに,l机:計卯鉄椚

I竹.:直流ヒステりシスループよりノにめたヒステり

シス損

l軒ノ:計第二うず電流損

〝′:ループの｢i叩仁両横当たりの磁束鮮度と磁化プJ

との横

第5ノ壬 鉄損の実験式†r=År〃の指数′～

＼‾ヤ左‾言)で1三三三三′(c/s)‾‾
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第7図 鉄損およびうず電流損の町筋係数

A
′
d

～
臥

P

ループの両横(cn12)

糊娘数(c/s)

.試料の凧豊(g/cIT13)
試料の板厚(cnl)

血流ヒステリシスループの良太磁束密度(G)

試料の同市抵抗 Hユ/cm)

である｡

第d表より,実測鉄損IアはS-12の0.35tおよびG-12の1～

2kcでは例外となったが,計算鉄損値よりもかなり大きくなるこ

とがわかる｢〕これは,計算鉄損値のうず電流損が材料を均質と考

えて求められたのに対し,実際の材料でほそれぞれ磁1メニ構造をも

七〕均質であるとの仮定が成i二仁しないところに原田があると考え

る｡)すなわち,実測鉄損値の場合には材料の不均質により,局地

化した磁化変化のために局所1仁伽こうず電流が大となり,いわゆる

うず電流の異常現象が大きく牛じたためと考えられる√_､これらの

評
三△.

自柑 第46巻
′巻11一弓一

純果は文献(5jのぶ己と傾向としてほ ▲致する〔)

舞占表から鉄損およびうず電流損の異常係数として,IサγI仇お

よびlγ一l机/l机を求めて示したのが弟7図である｡この曲線で

見られるように,鉄損およびうず電流損の異常係数は試料の種顆,

仮厚および周波数によって,かなりの差異のあることがわかる√_,

4.結 白

可聴ノ排妓数に対するケイ素鋼板の特性をlサjらかにするため,鉄損

.試験装冊を試作し,代表的なケイ素鋼帯について矧隼を試験した｡
(1)25cmェブスタイン(JIS)を小形化しても,実効磁路長を

エプスタインわくおよび試料の寸法比によって同じ比率で変えれ

ば,両用朋波数では25cmのものと測定鉄損値はほぼ一致する｡

(2)ェブスタインの実効磁路長ほ,測定糊波数によって変更す

るのが苧皇ましいようであるが,特別に問題とするほどの伯では

ない｡

(3)代表的なケイ素鋼帯6種について,磁束緯度3～15kG,開

披数50c/s～2kcの鉄損試験を行なった結果,鉄損Ⅳと周波数′

について,loglγと10g′ との関係ほ,400c/s以‾Fおよぴ400c/s

以上の2段階にほなるが,はば直線となf),鉄損Ⅳの実鮫式とし

て,-▲定の磁束密度のもとではIr=g′,Z と置くことができる｡

(4)実測鉄損値は多少の例外もあるが,うず電流損の異常増大

現象により,計算鉄損値よりもかなり大きい｡

終わりに本研究に対してご指導を賜わった日立製作所Rl∵研究所

北川部長,

げる.｢
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特 言午 の 紹 介

特許弟240131号(特公昭32-8817)

振 動 容 量 型 直

一般に振動容量型の耐交変換器はその入カインピーダンスが高い
という特長を有する反面,両交変換能率が低い欠点があるLつ

本発明ほこの点に鑑み,きわめて簡単に直交変換能率を上界させ

ることを目的とするもので,静電容量CがC=G＋CISin(〃′のよう

な周期的変化をなす振動容量に並列に負性容品Cノ.を接続したもの

である｡

第】図はこの種向変変換器の等価lリ】路を示し,振動容量Cと並列

に航抗ガ2が接続さjlており,これに抵抗凡を通じて信号電圧Ⅴ∫

が加えられる｡この山路は第2図のように等価変換することができ

る｡乍同図においてC=Co＋CISin(〃∠とおくと次式が域立する

Ⅴ=〃～＋吉(Qo＋αCOS(小∂sin…f)

R.

｢∫

Vj

第1図

R2

阿溺了午ホ術門

交 変 換 装 置

g=dQ/d才,Qo=rCoを代入して

オ=VCl…(山J2Co2尺ヱトー去cos(`′Jトtan‾1仙Co月)
t/たがって直交変換台巨率りは

才β 古仏び
り=す=軒両面‾年上盲

ゆえにりを増大するにはCl/Coを哨人させわば良いからCoを補

供するよう負性容最C,Jを並列接続した本発明装置においてほりを

格段に上界させることができる｡ (井沢)

R

第2固
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